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経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程は、立学の精神に則り、次の資質・能力を身につけた学生
に学位を授与します。

①経済学に対する情熱と高度な専門的学識と深い洞察力を有し、研究者としての独創力が認められ
　る。

②豊かな創造力と実践力を備え、自らを客観視できる、自立した専門家・研究者となる能力を有し
　ている。

③自らの学説を広く公表すると共に、他の研究者からも学び続け、多くの研究者と切磋琢磨し続け
　られる。

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程では、経済学とその関連分野について修士課程で培った基
礎力および応用能力を有し、企業・研究機関等において、高度な専門職業人あるいは研究者とし
て、経済・社会の発展に貢献しようという強い意志と意欲を持つ学生が望まれます。以上の観点か
ら、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①理論・歴史・政策の各分野における経済学上の理論的・実証的な諸問題を、高度な研究手法を駆
　使して解明・解決する意欲があり、さらにその社会への適用に対する意志と情熱を持っている。

②現実の経済社会に対する深い関心と旺盛な探究心を持ち、自分自身で研究課題を見出し、その研
　究の実践と課題解決に向けて、挑戦する意欲を持っている。

③大学院修了後も、学問の発展に貢献する意志と責任感を持ち続け、研究を継続する決意と覚悟が
　ある。

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程の教育課程は、ますます複雑になる現代経済社会に経済学
者として対応できるような、自立した専門家・研究者の育成を目指す。上記の目的達成のために、
コースワークとリサーチワークを配置し、次のように教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、講義・演習等を組み合わせた授業を通じて、専門分野の分析手法に熟達する。
　豊かな学識と高度な専門知識および高い倫理観を獲得し、専門的知見から諸議論・諸学説を評価
　できるようにする。

②リサーチワークでは、独創的研究の成果としての学位申請論文を作成し、研究・調査方法、論理
　的思考能力、発展的研究課題の設定方法を身につけるようにする。各自の研究成果を国内外の学
　会で積極的に発表し、学術誌への投稿・掲載を促進するとともに、研究成果発表能力を高めるよ
　うにする。

③理論経済・経済史、経済政策、現代産業構造の各専修分野に講義科目を開設し、専修分野におい
　て自由に講義を選択し履修することにより、経済学研究者、高度専門職業人として専修科目に留
　まらず多角的に経済学の知識を構築する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を
　行う。学位論文については、経済学研究科博士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。指導
　教員は学生の研究分野と進路に基づき、自らを客観視できる、自立した研究者となるように個別
　指導する。


